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紀州おどり
　　ぶんだら節
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今
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目
を
迎

え
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す
。
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中
期
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け
ら
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そ
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で
す
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文
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し
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ぶ
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」
が
出
て
き
た
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い
う
一
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あ
り
ま
す
。
黒
潮
洗
う
南
国
紀
州
の
美

し
さ
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豪
快
さ
を
連
想
さ
せ
る
と
同
時
に
、

躍
動
感
の
あ
る
民
謡
で
す
。

紀 州 お ど り 　 ぶ ん だ ら 節
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第２回～５回頃のぶんだら節の様子
①けやき大通り　②砂の丸にて輪踊り　③やぐら前で出場連が記念写真
④⑤ブラクリ丁前

↑昭和 44 年４月 24 日市民会館大ホー
ルで初めて「紀州おどり ぶんだら節」
がお披露目されました。
←市報わかやま（昭和 44 年２月号
No.228）に掲載された紹介記事。

ア ッ プ テ ン ポ の
ニューバージョン「ぶ
んだら 21」。出場連
のみなさんも特徴の
ある衣装で登場です。

長年、多くの市民が聞き
なれ親しんだ「歌声」を
生で披露。おどりを盛り
上げてくれました。
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ぶんだら節 50 年の変遷と世の中の出来事 ① ② ③

④

⑤

第１回
紀州おどり ぶんだら節誕生

第２回
公道での踊りが開始

第 10 回
福井県鯖江市の民踊クラブが
飛び入り参加

第 13 回
大阪や白浜など 11 市町村が
参加

第 17 回
参加連・参加者が過去最高に

第 19 回
まちなか全体が大きな輪踊り
会場に。参加者の踊りを審査
し「個人賞」「団体賞」を授与。

第 26 回
～世界リゾート博開催記念イ
ベント～　紀州ごぅごぅ音
頭、民謡ライブ、子ども遊び
場

第 28 回
「躍るわかやま！城まつり」
同時開催。縁日横丁、黒潮太
鼓演技、薪能や沖縄から招く

「琉球国祭り太鼓」の出演に
よるグランドフィナーレ

第 32 回
「躍るわかやま！吉宗まつり」
同時開催。伊予西条からだん
じりが登場！

第 34 回
ニューバージョン「ぶんだら
21」登場。輪おどり会場が
砂の丸から西の丸に移る。

第 35 回
ニューバージョンのスタート
地点が六番丁交差点付近から
京橋プロムナードに

第 40 回記念大会
砂の丸で「つれもてぶんだら
輪踊り広場」開催

第 45 回
民謡歌手の鎌田栄一さんが登
場

第 49 回
本谷紗己さんら４組の市観光
発信人が参加

アポロ 11 号 人類初の月面着陸

成田空港が開港

こども科学館オープン

躍虎まつり開催

国鉄が民営化でＪＲに

和歌山マリーナシティで世界
リゾート博開催
関西国際空港開港 (9/4)、浪
早ビーチオープン (7/1)

アトランタオリンピック開
催、海の日施行
ルーズソックスが大流行

シドニーオリンピック開催
プロ野球選手のイチローが野
手として日本人初の大リー
ガーに

ソルトレイクシティオリン
ピック開催
多摩川にアゴヒゲアザラシの
タマちゃん出現

郵政事業庁が日本郵政公社に
オレオレ詐欺が横行
鳥インフルエンザ感染発生

北京オリンピック開催

NHK 連続テレビ小説「あま
ちゃん」がブームに
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紀 州 お ど り 　 ぶ ん だ ら 節

おどるんや ～第 15 回紀州よさこい祭り～ 

７月 29 日日
　和歌山マリーナシティ演舞場
８月４日土（紀州おどり ぶんだら節と同日開催）
　ＪＲ和歌山駅前演舞場
　イオンモール和歌山演舞場
　ぶらくり演舞場・和歌山城砂の丸演舞場

問 ＮＰＯ紀州お祭りプロジェクト ☎426-4424
８月５日日
　高松演舞場・モンティグレ演舞場
　けやき大通り競演場
　和歌山城砂の丸競演場・西の丸広場
　※よっちゃげて旬店街（砂の丸広場）
　　〈８月４日（土）・８月５日（日）〉

問 紀州おどり実行委員会事務局（観光課内） ☎435-1234

第 50回記念大会のご案内

・永年連続出場連の表彰
・ステージイベント
・観光発信人・アゼリアによる
記念パレード など

オープニングセレモニー

観光発信人のわんだ
ーらんど・

大河内美紗さん・本
谷紗己さん

M!LK 塩﨑太智さん

が応援に登場予定！

和歌山青年会議所主催による
「お化け屋敷」を和歌山城天守
閣内で開催します！

天守閣で「お化け屋敷」

歴代の観光キャンペーンス
タッフアゼリアが記念連を結
成！華やかに連を彩ります！

「歴代アゼリア連」登場

※
第
30
回（
平
成
10
年
）、第
46
回（
平
成
26
年
）

大
会
は
中
止

開催

16:00 ～ オープニングセレモニー（公園前交差点）
16:00 ～ 21:30　縁日横丁（西の丸広場）
17:00 ～ 21:00　街頭おどり（県道六番丁交差点～市役所前～西の丸広場）

　【第１部】ニューバージョン「ぶんだら21」
【第２部】正調「ぶんだら節」

18:00 ～ 21:00　輪おどり（西の丸広場）

　父の代から数えると第２
回大会の頃から会場の音響
設備等に携わらせてもらっ
ています。砂の丸広場でや
ぐらを組み消防音楽隊、躍
虎太鼓、囃子などが交互に
途切れることなく生演奏し、

みなさんが永遠と輪踊りを踊っていた頃が懐か
しいですね。
　裏方としては、音響機材が今とは比べ熱に弱
かったので、うちわや扇風機で冷やしながら頑
張ったことや、踊り終了後に雨が降った年があ
り、機材が全滅してしまった苦い思い出もあり
ます。
　私たちが手掛ける場内の「一元放送」はぶん
だら節が他の盆踊りとは違う特徴の一つです。
踊り手さんたちが同じ音楽・時間・踊り方を共
有し、会場の連全体が波のように踊り進む姿に
醍醐味を感じます。これを実現するための責任
ある仕事を任せていただいているという誇りが
あります。
　今年もたくさんの方に参加してもらえると嬉
しいですね。

名田 潔 さん 　50 年前、今の保存会の前身母体でも
ある和歌山市レクリエーション協会の指
導者らが市民会館の小さな会議室で話し
合い、ぶんだら節の振付などを決めまし
た。以来、私も長い間、市職員さんや出
場連の企業のみなさんなどへぶんだら節
のおどり指導をさせていただいていま
す。その他、全国の民謡の講習会などに
出かけた際にも、ぶんだら節を県外の方
へ紹介し広げるよう活動しています。
　もちろん、おどり指導をするだけでな
く、私自身も第１回大会から出場してい
ます。初期の頃は所属の団体や地元地区
の婦人会など複数の連から掛け持ちで出
場し、会場内を走りまわっては着替え・
踊っていました。連が進むコースも年々
変遷していて、本町二丁目～北ブラクリ
丁（旧大丸前）を通って和歌山城前まで
来る長いコースの時代もありました。
　我々、保存会が守り伝えていこうとし
ている正調ぶんだら節の「正調」とは一
言で言うと、正しく踊ることです。足を
出す動き一つにも本当は正しい順序・動
作があるんです。私たちは正しいぶんだ
ら節を残していくため、一つ一つの動作
に込められた意味を含めて指導していま
す。とは言っても、みなさんはそんなに
こだわらないで、まずは楽しく踊ってく

ださい。みんなで
わいわい楽しく、
コミュニケーショ
ンをとれること
が、大会を長く続
けていくために大
切なことだと思い
ます。

紀州おどり（ぶんだら節）保存会
代表 大野 孝子 さん

　市民のみなさん、関係機関、運営に携
わっていただいてる方々のおかげさまで
今年ぶんだら節は 50回という節目を迎
えます。正直、以前は半世紀も続く祭り
になるとは思っていませんでしたが、今
ではこれからもずっと続いていく市の名
物になると確信しています。曲のテンポ
を速めたりもっと派手にやったらいいの
ではという意見を聞いたり、私自身もそ
う考えた時期もありますが、今は若い人
からお年寄りまで誰でも踊れるこの曲で
よかったと思っています。
　初期の頃は１日目にパレード、２日目
は輪踊りと、二日間に分けての開催でし
た。みな若くてお酒も入り気分も高ぶり、
踊りも喧嘩もたくさんありましたし、そ
ういうのが許される時代でもありまし
た。第 20 回頃のときだったか、途中で
大雨が降ってきたのですが、中断せずみ
んなで踊り続けた年の事はよく覚えてい
ます。
　50 回を機に参加者が増え、今後、昔
のように各地区毎の参加連も出てくれる
ようになればもっと盛り上げていけるか
なと思っています。ぜひ見に来るだけで
なく、参加してほしい、踊って楽しい祭
りです。今後も、市民のみなさんが楽し
める祭りとして次世代へつなげていきた
いと思います。

和歌山市紀州おどり実行委員会
会長 宇治田 良一 さん

宇治田さんは黒
潮躍虎太鼓保存
会としても活動
し、オープニング
セレモニーでは
毎年力強い太鼓
の演奏を披露さ
れています。
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今
年
は
50
回
目
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い
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目
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年
で
す
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そ
し
て
、
ぶ
ん
だ
ら
節
独
特
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と
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囲
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れ
、
お
祭
り
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。
振
り
付
け
が
分
か
ら
な
く
て
も

大
丈
夫
。
き
っ
と
自
然
と
体
が
動
き
出
し
、

気
が
付
い
た
時
に
は
踊
り
出
し
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い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

わんだーらんどが飛び入り連
を率いて参加者 500 人を目指
します！

申込不要！
自由に参加できます！飛び入り連

参加者には記念品として、
本谷紗己さんデザインの
限定「てぬぐい」をプレゼント！

　以前所属していた会社で十数年間に渡り、電
気配線や提灯・照明関係・看板の設置などでお
手伝いをさせていただいていました。
　我々の仕事はよく天候に左右されます。ある
年には開催日の直前に台風が接近し、いったん
提灯などすべて外して嵐が過ぎるのを待ったこ
ともありました。他にも苦労したことやちょっ
としたアクシデントがあったりしましたが、他
の業者の方々とも協力・連携し、市民のみなさ
んのお祭りのためにと、みな使命感を持ってやっ
てましたよ。私としても運営設備関連の中でも
中心的なことをさせてもらってたので、少し大
げさですが大会運営を自分が回
してるんやと責任と誇りをもっ
てやってました。
　当日のおどりに関しては、以
前は街頭コースが今より長く、連のみなさんも
途中バテてしまうんだけど、テレビカメラの前
に来ると急にまた元気に踊りだす姿が微笑まし
かったことが思い出されます。７年ほど前に会
社を離れてからも、後輩が後を引き継いでいる
ので、今もぶんだら節の時期が近づくと相談さ

れたりしています。その時
は、自分が担当していた頃の
記憶がよみがえり、また関わ
りたいなという気にさせてく
れる、ぶんだら節はそんなお
祭りです。

古谷 勝 さん

どんな踊りか知りたい・練習したい方は

観光課（市役所 10 階）で「正調ぶんだら節・
ぶんだら 21」を収録した CD、模範演舞を
収録した DVD を貸し出しています。
YouTube でも動画をご覧いただ
けます。
https://youtu.be/9w9jktSRoPQ
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